
＜高付加価値型農業の実践を行っている事例＞

○「おれんじ色の里」を目指して

１．集落協定の概要

市町村・協定名 静岡県沼津市内浦重須
ぬ ま づ し うちうらおもす

協 定 面 積 田 畑（100％） 草地 採草放牧地
29.1ha みかん

交 付 金 額 個人配分 14.2％
335万円 共同取組活動 共同活動に係る経費、会議費 19.4％

（85.8％） 改植等高付加型農業推進費 19.4％

農地の維持管理経費 47.0％

協定参加者 農業者 50人

２．取組に至る経緯

当集落では、高品質みかん栽培に対する取組が遅れていた。そのため、早急に優良

な品種へ改植し、収益性の向上を図るとともに、今後発生が予想される耕作放棄地の

防止のため、集落協定締結に至った。

３．取組の内容

本制度の交付金を活用し、現在の「宮本 「青島」と比べ高単価な品種に転換を図っ」

ており、その苗木の購入を行っている。また、認定農業者の増加に努めるとともに集

落共同による農道等の清掃管理、イノシシからみかん畑を守るため、共同で電気柵の

設置や維持管理等も行っている。

【改植】

寿太郎等の優良品種に植え替えてい

る

【農道の整備】

集落協定参加者による農道の整備



［将来像を実現するための活動目標］

・高品質なみかん（寿太郎・ゆら・はじめ）への改植を進め、５年後に生産量を150ｔとする。

・農事組合法人おもす（直売所）と連携し、都市部住民との交流を図るためイベントを行う。

［活 動 内 容］

４．取組による変化と今後の課題等

農業従事者の高齢化、後継者難により地区住民による活動だけで現状以上に耕作拡

大をするのには限界がある。このため、今後はいかに外部との連携を図って、新しい

担い手を育成・確保するかが課題となっている。また、広域農道の建設が検討されて

おり、これらの活用方法が重要なキーとなっている。

［平成21年度までの主な効果］
○ 優良品種への改植のための苗木購入（年間1haの改植を実施）
○ イノシシ対策の電気柵設置（重須地区周囲13.2ｋｍ）

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理

（畑：29.1ha）

共同取組活動

農地・農道の管理

・水路 年２回

（清掃、草刈り）

・農道 年２回

（草刈り）

共同取組活動

農地法面の定期点検

・随時

共同取組活動

都市住民との交流

直売所を活用した

イベント開催

共同取組活動

鳥獣害防止対策

・電気柵の保守点検

共同取組活動

認定農業者の育成

新規認定農業者

1名以上
個別対応

高付加価値農業の実践

優良品種へ改植（苗木購

入：1ha/年）
共同取組活動

[集落の将来像]

高品質なみかんの生産を拡大させることにより、農業収入の安定を図る。これにより今後予想さ

れる農業生産人口減少を最小限に留め、農地の流動化を進める起爆材にしたいと考えている。

また、柑橘類を販売主力商品とした地元直売所を活用し、オレンジの里創りに努める。

集落外との連携

重須直売所は内浦・西浦全域の農産物の展示窓口として機能している


